
黎明期最後の年度がスタートしました。 

 

 

 

 

安定・発展充実期の段階へ 

 胆沢中学校は１００年続く学校をめざして創

設されました。１００年続く学校とは、「閉校

しない、常に活気溢れる学校」「次世代と地域

の未来を担う人材の育成に努める学校」「地域

とともに歩み、成長する学校」「地域に笑顔と

元気を届ける学校」です。 

同時に、胆沢中学校グランドデザインにお

いて平成２９年度から３０年度までを黎明期、

令和元年度から３年度を成長期として学校教

育目標をめざしてその歩みを進めてきました。

今年度からは、いよいよ「安定・発展充実成長

期」の段階に進みます。学校として取り組む内

容や項目に大きな変更はありません。地域連

携、中高連携、小中連携を図りながら、学校教

育目標「郷土を愛し、心豊かで逞しく、自ら未

来を切り開く生徒の育成」に近づく努力を重

ねてまいります。 

そうした思いを含め、学校の様子をお伝え

すべく、校報「えぐね」を発行していきたいと

思っています。 

 

 

 

 

 

全学年そろってのスタート 

 ６日の始業式、７日の入学式を経て、本日よ

り全学年そろっての胆沢中学校がスタートし

ました。 

 今年度の生徒数は３４９名、教職員は３９

名です。教職員については裏面に一覧の形で

紹介してありますのでご覧ください。 

 始業式・入学式では同様に次のことを話しまし

た。「疑問をもつことや問いかけをすることを大切

にしてほしい」という内容です。私は、自分一人で

答を探すこと、みんなで答を求めること、どちらの

過程にも、見つけ出した答にも価値があると思っ

ています。学ぶこと・学び方・学ぶ内容を意識した

学校生活を送らせたいものだと思っています。 
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 えぐねは、日本三大散居村の地、胆沢扇状地の屋敷の北

西側に木を森のように植えて、冬の季節風から屋敷を守

る防風林です。快適な住環境を形づくり、日本の原風景

を代表する景観を生み出しています。本校が胆沢の地や

人々にとってなくてはならない「えぐね」のような存在

であってほしいと願い、校報の名前にしています。 

個人情報について（お願い） 

校報では個人が特定されることがないよう、ア

ップの個人写真は掲載しませんが、大会やコンク

ールの入賞等については氏名を紹介していきま

す。写真や個人名の公表は控えてほしいという要

望がございましたら、学校へご一報願います。 



教職員紹介 

 


